
脳梗塞再発高リスク患者を対象とした抗血小板薬併用療法の有効性及び安全性の検討 
CSPS.com のデータベースを用いた予後予測モデルの作成 
 
近年のコンピューターの高性能化により、臨床研究にて取得したリスク因子、服薬などの

パラーメータと脳梗塞の再発、重篤な出血など臨床的なイベントの関係の機械学習が可能

となった。CSPS.com のデータベースを用いて各種臨床パラメーターと予後の関係を定量

化するリスクモデルを機械学習により作成する。申請者には心房細動の国際前向き観察コ

ホ ー ト か ら 機 械 学 習 に て リ ス ク モ デ ル を 作 成 し た 実 績 が あ り

（http://dx.doi.org/10.1136/bmjopen-2017-017157）、また登録後 1 ヶ月以内の時系列の PT-
INRの計測結果から 1-12ヶ月の臨床予後予測を可能とする人工知能モデル作成の実績もあ

る（https://doi.org/10.1093/ehjcvp/pvz076）。 
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